(別添様式１－１)

平成23年度当初予算　　　支出科目　款：農林水産業費　項：農業費　目：主要農作物対策費

	事業名:米粉活用促進事業費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　
　　　　　　　　　　　　農政部　農産園芸課　水田農業担当　電話番号：058-272-1111（内2867）

　　　　　　　　　　　E-mail：c11423@pref.gifu.lg.jp
	事業費


　要求額：1,800千円（前年度予算額：1,800千円）

	事業内容


	１　事業の内容


米づくりによる水田機能の維持・増進、食料自給率・自給力の向上を図るため、米の消費拡大を進める一方で、食用以外の米の新たな需要の開拓に努める。
(１)岐阜県から県民への情報発信
　　・FOOD ACTION NIPPONの米粉倶楽部全国研修会の誘致し、岐阜県からの情報発信
　　・岐阜県農業フェスティバル・米粉フェアにてＰＲ
(２)学校給食における米粉パンのモデル導入
　　・食材への米粉活用検討会議の開催
　　・米粉パンのモデル導入
　　・アンケート調査の実施
(３)身近で米粉食品を購入できる体制の整備
　　・量販店やコンビニエンスストアと米粉商品製造事業者との商談会の開催
(４)生産者と実需者のマッチング
　　・生産者と実需者の連携会議の開催
　　・岐阜県版モデルケースを構築
(５)多収米栽培実証および加工適性の実施
　　・米粉用多収米栽培実証の設置
　　・米粉用品種の加工適性の分析
	２　所要経費


(１)岐阜県から県民への情報発信　　　　　　520
(２)学校給食における米粉パンのモデル導入　215
(３)身近で米粉食品を購入できる体制の整備　503
(４)生産者と実需者のマッチング　　　　　　 52
(５)多収米栽培実証および加工適性の実施　　510
	これまでの取組と成果


	１　長期構想上の位置付け


Ⅱ　ふるさと岐阜県の資源を活かした活力づくり

　２儲かる農業・林業・畜産業を実現し、持続可能な農山村をつくる

　・生産者、学校給食関係者等との連携による学校給食での県産農産物の消費を促進す

　　る
　・県産米の新たな活用など消費拡大を促進する
	２　これまでの取組状況

	


　・農業フェスティバルにおいて展示販売や小中学生を対象とした米粉料理教室を実施
し、米粉の新たな利用方法について認知度向上および普及啓発を行った。
　・米粉の低価格化に向け、米粉用品種による多収米現地実証を実施した。
	３　これまでの取組に対する評価


　・米粉料理教室に参加した児童にアンケートを実施した結果、８割の生徒が楽しく料
理ができたと回答し、米粉の新たな利用方法について理解が深まった。
　・現地実証では、米粉用品種は対象区の主食用品種よりも単量は多い結果となったが、
高温による登熟不良や獣害による影響で想定よりも減収となった。
	１月１５日時点の査定額の考え方


	決定額の考え方


	要求額の財源内訳（単位：千円）


	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫
支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財　産収　入
	寄付金
	その他
	県　債
	一　般
財　源

	前年度
予算額
	1,800
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	1,800

	要求額
	1,800
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	1,800

	1月15日時点査定額
	1,800
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	1,800

	決定額
	
	
	
	
	
	
	
	
	


